
検 索七尾市議会七尾市議会の採決結果や詳しい答弁内容はホームページにて公開しています。

一般質問 国保支援制度について 礒貝 和典議員（無会派）
礒
貝
議
員　

政
府
は
国
保
財
政
の
安
定
化
と
し

て
２
０
１
５
年
か
ら
自
治
体
支
援
制
度
を
拡
充

す
る
と
し
て
、
消
費
税
増
税
分
か
ら
１
，
７
０
０

億
円
積
み
増
す
こ
と
に
。①
七
尾
市
で
は
、
こ
の

制
度
で
交
付
金
予
定
額
は
い
く
ら
に
な
る
の
か
。

②
こ
の
制
度
を
国
保
税
引
き
下
げ
に
活
用
し
た

場
合
、
世
帯
お
よ
び
被
保
険
者
１
人
当
た
り
で
ど

れ
だ
け
の
国
保
税
の
引
き
下
げ
が
可
能
な
の
か
。

③
制
度
を
利
用
し
、
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
実
施

す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

登
美
健
康
福
祉
部
長　

①
国
か
ら
の
支
援
交
付

金
は
平
成
27
年
度
で
約
１
億
２
，
９
９
３
万
９
千

円
と
な
り
、
昨
年
度
に
比
べ
８
，
３
３
８
万
６
千

円
が
増
額
と
な
る
見
込
み
。

②
保
険
者
支
援
制
度
拡
充
分
の
８
，
３
３
８
万
６

千
円
を
４
月
１
日
現
在
の
８
，
６
６
７
世
帯
で
割

る
と
、１
世
帯
あ
た
り
年
間
９
，６
２
１
円
、被
保

険
者
１
４
，
０
８
６
人
で
割
る
と
一
人
当
た
り
年

間
５
，９
２
０
円
と
な
る
。

③
平
成
26
年
度
加
入
者
は
１
４
，
４
４
７
人
で
、

65
〜
74
歳
の
割
合
が
46
％
と
高
齢
化
が
進
ん
で

お
り
、
一
人
当
た
り
の
給
付
費
は
平
均
32
万
２
，

７
５
９
円
で
前
年
度
と
比
較
し
て
１
７
，
４
５
６

円
増
。制
度
の
拡
充
を
考
慮
し
て
も
国
保
財
政
の

運
営
は
厳
し
い
現
状
。当
市
と
し
て
は
、
安
定
的

な
財
政
運
営
を
続
け
る
た
め
に
も
、
今
は
国
保
税

を
引
き
下
げ
る
状
況
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

国
保
税
の

引
き
下
げ
再
検
討
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
地
方
創
生 

■
子
育
て
支
援 

■
志
賀
原
発

■
鉛
給
水
管 

■
七
尾
外
環
状
道
路
整
備

国民健康保険被保険者証のみほん

七尾駅前の商業施設　パトリア

一般質問 矢田郷公民館について 佐藤 喜典議員（市民クラブ）
佐
藤
議
員　

矢
田
郷
公
民
館
は
、
老
朽
化
に
よ
っ

て
大
規
模
改
修
で
対
応
す
る
提
案
が
以
前
に

あ
っ
た
が
、
公
共
施
設
の
耐
震
化
を
優
先
と
の
こ

と
で
、
現
在
も
未
定
の
状
況
。矢
田
郷
地
区
は
市

内
最
大
の
地
区
で
、
公
民
館
は
来
年
度
か
ら
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
、
地
域
の
活
性

化
等
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
が
、
こ
れ
ま
で

の
ス
ペ
ー
ス
で
は
手
狭
で
１
日
も
早
い
活
動
拠

点
が
必
要
。現
在
使
用
し
て
い
る
七
尾
サ
ン
ラ
イ

フ
プ
ラ
ザ
に
つ
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
活
動
場
所
の
拡
大
、
確
保
も
含
め
て
利

活
用
す
る
考
え
は
な
い
の
か
。

不
嶋
市
長　

七
尾
市
で
は
、
七
尾
市
公
共
施
設
等

総
合
管
理
計
画
を
作
り
、
公
民
館
等
の
公
共
施
設

の
維
持
管
理
や
施
設
の
統
廃
合
、
複
合
化
な
ど
が

必
要
と
位
置
付
け
て
い
る
。七
尾
サ
ン
ラ
イ
フ
プ

ラ
ザ
は
、
従
来
の
矢
田
郷
公
民
館
の
機
能
は
も
ち

ろ
ん
有
し
て
お
り
、
矢
田
郷
地
区
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
化
へ
の
舵
も
切
っ
て
い
た
だ
い

て
い
る
た
め
、
移
行
後
も
地
域
の
中
核
施
設
と
し

て
の
機
能
や
規
模
が
十
分
に
確
保
で
き
る
魅
力

的
な
施
設
だ
と
捉
え
て
い
る
。今
後
、
内
部
に
お

い
て
、
レ
イ
ア
ウ
ト
も
含
め
選
択
肢
の
一
つ
と
し

て
、し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い
く
。そ
し
て
、地
域

の
方
と
し
っ
か
り
協
議
を
進
め
て
、
早
く
要
望
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
。

矢
田
郷
公
民
館
の

早
期
整
備
を
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム 

■
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

■
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善 

■
パ
ト
リ
ア

七尾サンライフプラザ中央図書館

松本 精一議員（礎）
松
本
議
員　

北
陸
に
お
い
て
鉛
給
水
管
の
撤
去

遅
れ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。古
く
な
っ
た
鉛
給
水

管
は
、
水
道
水
が
長
時
間
滞
留
す
る
と
鉛
が
溶
出

す
る
た
め
、
人
体
に
被
害
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ

る
。七
尾
市
に
お
け
る
使
用
実
態
と
対
策
等
に
つ

い
て
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。事
業
者
の
聞
き

取
り
に
よ
る
把
握
、
ま
た
は
外
観
や
水
質
検
査
等

で
調
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。そ
し
て
、
各
家

庭
へ
の
対
応
策
に
つ
い
て
は
ど
う
な
の
か
。

清
田
建
設
部
長　

鉛
給
水
管
は
昭
和
40
年
代
後

半
か
ら
平
成
元
年
ま
で
使
用
さ
れ
、
そ
の
後
、
衛

生
対
策
面
か
ら
現
在
は
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
等
の

材
質
を
使
用
。平
成
26
年
度
末
現
在
、
七
尾
市
全

体
で
２
２
，
６
０
０
世
帯
に
給
水
し
て
い
る
う

ち
、
鉛
給
水
管
を
使
用
し
て
い
る
の
は
約
４
％
で

８
５
０
世
帯
。今
後
は
、
配
水
管
更
新
時
や
下
水

道
工
事
等
に
伴
う
布
設
替
え
の
工
事
、
ま
た
給
水

管
漏
水
等
の
修
繕
時
に
撤
去
・
改
修
を
し
て
使
用

低
減
に
努
め
る
。使
用
実
態
に
つ
い
て
は
、
宅
内

配
管
施
工
業
者
や
給
水
指
定
業
者
等
に
依
頼
す

る
こ
と
で
把
握
可
能
。水
質
検
査
等
に
つ
い
て
も

専
門
の
検
査
機
関
で
調
査
は
可
能
。各
家
庭
に
お

い
て
は
、
出
し
始
め
の
水
は
飲
用
以
外
で
の
使
用

を
勧
め
る
よ
う
、個
別
で
の
対
応
を
行
う
予
定
。

鉛
給
水
管
の

早
期
撤
去
を
促
せ
！

家庭の水道

一般質問 鉛給水管について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー 

■
給
茶
器
撤
去（
公
立
能
登
総
合
病
院
）

高僧 弘議員（灘会）
高
僧
議
員　

公
立
能
登
総
合
病
院
は
、
今
年
度
の

病
院
経
営
が
３
年
ぶ
り
に
黒
字
に
な
る
可
能
性

が
出
て
き
た
が
、
依
然
と
し
て
医
師
不
足
や
医
療

技
師
不
足
で
厳
し
い
環
境
で
あ
る
。こ
の
よ
う
な

状
況
で
質
の
高
い
地
域
医
療
は
確
保
で
き
る
の

か
。特
に
麻
酔
科
の
医
者
が
不
足
し
、
眼
科
医
の

手
術
等
が
出
来
て
い
な
い
。ま
た
、
奨
学
金
に

よ
っ
て
医
学
生
が
地
域
枠
で
能
登
地
区
の
病
院

へ
配
置
さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
こ
れ
で
病
院
の
医
師

不
足
が
解
消
さ
れ
る
の
か
。

吉
村
病
院
事
業
管
理
者　

医
師
不
足
は
当
院
の

喫
緊
の
課
題
。現
在
、
麻
酔
科
は
常
勤
１
人
で
あ

と
は
非
常
勤
だ
が
、
平
成
28
年
４
月
か
ら
常
勤
２

人
の
派
遣
を
検
討
し
て
い
る
。眼
科
は
医
局
員
が

減
少
し
、
能
登
地
域
へ
の
派
遣
も
削
減
さ
れ
厳
し

い
状
況
。今
後
も
大
学
へ
協
力
方
を
お
願
い
し
、

早
急
に
手
術
体
制
の
整
備
を
行
い
た
い
。ま
た
、

奨
学
金
に
よ
る
地
域
枠
に
つ
い
て
、
医
師
免
許
取

得
後
３
年
目
の
医
師
が
平
成
29
年
度
に
５
名
、
以

後
毎
年
10
名
ず
つ
能
登
北
部
の
４
つ
の
自
治
体

病
院
に
総
合
診
療
医
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
予
定
。

し
か
し
、
小
児
科
と
産
婦
人
科
を
希
望
す
る
医
師

の
な
り
手
が
少
な
い
た
め
、
希
望
す
る
医
師
が
い

れ
ば
順
次
派
遣
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
り
、
何
と
か

確
保
し
て
い
き
た
い
。

早
期
に
医
師
不
足
の

解
消
を
！

公立能登総合病院

一般質問 病院事業運営について

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
防
災
対
策

一般質問 パトリアのキーテナント撤退について 山崎 智之議員（市民クラブ）
山
崎
議
員　

現
在
、
パ
ト
リ
ア
の
運
営
・
経
営
状

況
等
に
つ
い
て
、
株
主
で
あ
る
七
尾
市
は
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
の
か
。そ
の
パ
ト
リ
ア
に
対

し
、
行
政
も
支
援
す
べ
き
と
思
う
が
、
公
的
資
金

に
つ
い
て
は
投
入
す
べ
き
で
は
な
い
と
考
え
る

が
見
解
を
伺
う
。ま
た
、
出
資
者
と
し
て
七
尾
市

が
市
民
や
企
業
、
団
体
な
ど
に
パ
ト
リ
ア
支
援
や

駅
前
中
心
市
街
地
の
活
性
化
を
自
主
的
に
応
援

し
て
い
く
こ
と
を
求
め
て
い
く
状
況
だ
と
考
え

る
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

不
嶋
市
長　

パ
ト
リ
ア
の
経
営
は
、
テ
ナ
ン
ト
の

空
き
も
あ
り
本
当
に
厳
し
い
状
況
。今
後
、
パ
ト

リ
ア
の
運
営
の
在
り
方
や
会
社
の
経
営
方
針
に

つ
い
て
、
し
っ
か
り
と
協
議
し
、
政
策
判
断
と
し

て
の
支
援
策
は
何
が
あ
る
の
か
な
ど
検
討
し
て

い
き
た
い
。公
的
資
金
の
投
入
は
、
一
義
的
に
株

式
の
範
囲
内
で
責
任
を
と
る
も
の
と
す
れ
ば
、
パ

ト
リ
ア
の
運
営
会
社
に
対
し
て
、
公
的
資
金
の
投

入
は
出
来
な
い
と
考
え
る
。パ
ト
リ
ア
は
、
七
尾

駅
前
の
顔
で
あ
り
市
民
の
台
所
で
も
あ
る
た
め
、

パ
ト
リ
ア
の
運
営
方
針
等
に
つ
い
て
企
業
や
団

体
な
ど
関
係
者
と
協
力
し
、
そ
の
な
か
で
政
策
支

援
と
し
て
七
尾
市
が
ど
こ
ま
で
出
来
る
の
か
を

し
っ
か
り
と
判
断
し
て
、
市
民
と
共
に
パ
ト
リ
ア

を
支
え
て
い
く
形
で
の
利
用
を
図
ら
れ
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

パ
ト
リ
ア
の

今
後
の
あ
り
方
は
!?

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
ノ
ー
マ
イ
カ
ー
デ
ー
の
設
定
に
よ
る
市
内
経
済
活
性
化

■
七
尾
港
矢
田
新
旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
利
活
用
支
援
策

■
テ
ロ
等
危
機
管
理
対
策 

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

一般質問 公共施設改革とまちづくりについて 荒川 一義議員（礎）
荒
川
議
員　

七
尾
市
で
は
平
成
42
年
ま
で
の
15

年
間
を
期
間
計
画
と
し
た
七
尾
市
公
共
施
設
管

理
計
画
を
策
定
し
、
今
後
の
公
共
施
設
の
適
正
配

置
と
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。そ
の
中
の
一
つ
と

し
て
図
書
館
が
あ
り
、
商
業
施
設
や
文
化
施
設
と

複
合
し
た
大
き
な
施
設
が
２
つ
、
市
民
セ
ン
タ
ー

な
ど
に
配
置
さ
れ
た
施
設
が
２
つ
あ
る
。こ
れ
ら

は
利
用
が
少
な
く
、
一
般
財
源
の
大
き
な
図
書
館

も
あ
り
、
効
果
的
な
運
営
と
利
用
者
の
増
加
を
図

る
必
要
が
あ
る
。ま
た
、
図
書
館
は
住
民
に
と
っ

て
必
要
な
情
報
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
し
、
常

に
進
化
さ
せ
て
い
く
必
要
も
あ
り
、
住
民
の
声
も

聞
き
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。そ
こ

で
、
市
内
の
図
書
館
全
体
の
施
設
改
革
の
考
え
方

に
つ
い
て
伺
う
。

近
江
教
育
長　

市
内
に
は
中
央
図
書
館
、
本
府
中

図
書
館
、田
鶴
浜
図
書
館
、中
島
図
書
館
が
あ
る
。

そ
の
う
ち
本
府
中
図
書
館
は
中
央
図
書
館
と
近

距
離
に
位
置
し
、
機
能
や
利
用
者
構
成
も
似
て
い

る
。そ
の
た
め
、公
共
施
設
の
適
正
配
置
の
観
点
か

ら
み
る
と
、
現
段
階
で
は
ま
だ
具
体
的
な
集
約
計

画
は
な
い
が
、
お
お
す
じ
似
通
っ
た
中
央
図
書
館

と
本
府
中
図
書
館
に
つ
い
て
は
検
討
を
加
え
て
い

き
な
が
ら
、今
後
検
討
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

図
書
館
の
効
果
的
な

運
営
を
図
れ
！

そ
の
他
の
質
問
項
目

■
寄
付
、資
金
調
達 

■
移
住
策
と
雇
用
の
創
出

■
歴
史
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
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